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週刊金曜日オンライン田園調布リニア工事差し止め訴訟始まる
第 1 回口頭弁論 10 月 26 日(火) 東京地裁

リニアから住環境を守る田園
調布住民の会ホームページ

東京外環道訴訟を支える
会のブログ

JR東海が開始したリニア工
事に田園調布の住民が緊急
抗議（樫田秀樹）　私たち「リニアから住環境を守る田園調布住民の会」から24名が原告と

して立ち上がり、JR東海に対してリニア工事差し止めを求める訴訟を起こ
しました。 （弁護団/梶山正三氏・樋渡俊一氏）

「大深度地下法」という法律を盾に、JR東海はトンネル真上に住む住民
に無断・無補償で掘進工事を10月から始めてしまいました。 JR東海が品
川から名古屋まで計画しているリニア中央新幹線286キロのうち86%が
トンネル、しかも品川から町田までの３３キロは住宅地の真下の地下40
メートル以深を掘削します。

「大深度地下法」は、地下40メートルより深い工事は地上に影響を与え
ないので、地権者の了解は不要というとんでもない法律です。実際には、
NEXCOによる外環道工事によって、調布市での陥没・空洞・地盤沈下等
の深刻な被害を受けている住民が大勢います。同じことが、ここ田園調布
や東玉川で起きない保証はどこにもありません。
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11時東京地裁103号法廷  10時半頃より傍聴券配布・抽選

傍聴のお願い！

田園調布リニア工事差し止め訴訟
次回口頭弁論は2022年1月17日
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【会員・サポート会員の募集とカンパのお願い】  
リニアから住環境を守る田園調布住民の会  
年会費  会員:3000 円  
              サポート会員:1000 円  
* 詳細は、表記当会メールアドレス・電話等でお問い合わせください。 カンパ 随時受け付けております。　 
* ご支援をよろしくお願います。  
振込先  

三井住友銀行 自由が丘支店 
普通 7368663 
口座名 リニアから住環境を守る田園調布住民の会  

お振込みの際は、ご氏名を明記の上、 denden20210719@gmail.com /TEL：070-8951-6068まで ご一報下さい。 

大きな注目を集め、大法廷が傍聴人で埋め尽
くされる中、原告2人が口頭陳述を行いました。

原告① 小学生4人を子育て中の主婦。渋谷のマンションか
ら子ども達の為に自然豊かな環境を求めて田園調布に越し
てきた。多摩川で遊ぶ子供たち。シールドマシンによるトン
ネル工事で発生する致死性酸欠気泡が心配。（世田谷の野
川で実際に発生）

第1回口頭弁論（2021年10月26日）報告

原告② 田園調布のルート直上の住民男性。自宅の敷地を
ボーリング調査し、トンネルを建設予定の地下８０メートル
で水を含んだ砂の層（帯水層）を見つけたとし「工事が進め
ばこの層が削られ流出し、地表への影響が極めて高くなり、
とても不安」と訴えた。尚、この近くでJR東海もボーリング調
査を行っているが、公開された資料には帯水層の記載は無
い。

注目！
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　田園調布と、隣接する東玉川のリニア沿線住民を中心とする住
民団体「リニアから住環境を守る田園調布住民の会」は2018年
夏に活動を開始しました。 リニアの巨大トンネルが住宅地の真下
に住民の了解もろくな説明も無く掘削されることに危機感を持ち
、説明会を求める署名活動を手始めに大田区や世田谷区への陳
情や国土交通省との協議、JR東海への申し入れなど様々な働き
かけを行ってまいりました。
  にもかかわらず、2018年10月に国土交通省よりJR東海に大深
度地下使用の認可（地下40m以深なら住民に無断で補償も無く
巨大トンネルを掘ることを認める）が下りてしまいました。
  私達は法律面、手続き面の不備とリニア事業の危険性を訴え認
可取消を求める700名以上からなる審査請求を2019年1月に提
出しました。 しかしながら約1年半後に国交大臣名で出された「
弁明書」は住民の抱く不安を「たんなる抽象的危惧感にすぎない
」と一蹴するものであり、私達は司法に訴える他は無いと考える
に至りました。
  この弁明書に対し、大深度地下トンネル工事の危険性を再度訴
える反論書を2020年9月に国土交通省に提出しました。その翌月
の10月にリニア同様のシールド工法により外環道調布市にて陥
没事故が発生し「大深度地下なら地上に影響が無い」とする大深
度地下法と認可の前提が崩壊したことが誰の目にも明らかにな
りました。
  しかしながらJR東海はなんら独自調査を行わずに「外環の事故
は特殊な地盤のせいだがリニアルートには特殊な地盤も無く、施
工管理もしっかりやるから安全」と強弁し10月14日には大深度地
下トンネル工事を品川から始めてしまいました。
  このまま危険が自分たちの町に及ぶのを座して待つ訳には行き
ません。私達の裁判の応援を心よりお願い申し上げます。

次回口頭弁論は2022年1月17日（月）
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